
 様式２ 

推薦調書（実装部門） 

表彰区分 
実装部門「指定都市・中核市・施行時特

例市等」 
推薦都道府県 埼玉県 

地方公共団体名 さいたま市 

取組名称 BI ツールを活用したワクチン接種状況の可視化による情報発信の強化 

連携自治体、企

業、団体等 
 

デジタルを活用

した取組の概要

（デジタルを活

用した取組の全

体概要と解決す

る個別課題の具

体的内容） 

（種類） ① 
（左記が①の場合

の分野） 
医療 

【デジタルを活用した取組の全体概要】 

〇本市では業務で蓄積した情報や各種統計などの様々なデータを、幅広い分

野において、施策の評価や検証、企画立案、業務改善などに活用する仕組み

を「さいたまシティスタット」と位置付け、ＥＢＰＭを推進している。 

 その一環として、令和２年度よりセルフサービスＢＩツールを採用し、全

庁の職員が独自にデータ分析できる環境を整備している。 

 

【実施に至る経緯・動機】 

〇令和３年度当初から新型コロナウィルス感染症対策として始まったワクチ

ン接種の取組を加速化するには、行政による働きかけだけでなく、ワクチン

接種の当事者である市民とワクチン接種状況を共有し、社会全体でワクチン

接種率を向上させる機運を醸成していく必要があると考えたため。 

 

【解決する課題の具体的内容】 

〇グラフなどを使用してワクチン接種状況を分かりやすく伝える。 

〇実態に即したワクチン接種状況をリアルタイム（毎開庁日）に公表するこ

とで市民がワクチン接種の進捗状況を実感できるようにする。 

〇市民が当事者意識を持ちやすいよう、年代別・居住区別などの詳細な情報

の公開を行う。 

 

 

 

 

 

 



デジタルを活用

した取組による

成果（成果がわ

かるデータ・数

値） 

 

ワクチンメーターの掲載を開始した令和３年５月から令和４年４月末までの

ページ（ワクチン接種の案内）のアクセス件数は同期間の市ウェブサイト全体

のアクセス件数の約１２％を占めている。 

・全体 51,883,761      

・ワクチン接種の案内 6,325,007 

・割合 12.19% 

 

 

本取組の特徴的

な点やデジタル

の活用において

工夫した点 

 

・ワクチン接種率をリアルタイムに公表するため、BI ツールを活用して VRS

（ワクチン接種記録システム）のデータを効率的に集計するようにした。 

・VRS の情報と住民基本台帳データを組み合わせて年代別・居住区別に細分

化した情報をグラフ等で可視化した。 

・３回目接種の開始や接種対象年齢の引き下げなど、ワクチン接種の制度変更

に合わせてタイムリーにグラフなどのビジュアルを変更している。 

 

 

 

 

今後の展望 

４回目接種開始に合わせたビジュアルの変更（６月中） 

公開している情報とは別に、接種者の状況を町名別や接種会場別などより詳細

に分析することにより、未接種者への接種促進策などの検討に活用。 

 

 

 

 

 

 

 
 
  



 
「ワクチン接種状況の可視化」概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


